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地球規模の問題は
私たちの身近な問題

直面する地球温暖化問題を考える

●お問い合わせ
　市役所住環境課�都市・環境係
　☎ 22-3169

　
球
の
表
面
温
度
や
海
洋

温
度
が
上
が
っ
て
い

く
こ
と
を「
地
球
温
暖
化
」と

い
い
、現
在
の
地
球
は
過
去

１
４
０
０
年
で
最
も
暖
か
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
、平
均
的
な

気
温
の
上
昇
の
み
な
ら
ず
、異

常
高
温（
熱
波
）や
大
雨
・
干
ば

つ
の
増
加
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

気
候
の
変
化
を
伴
っ
て
い
ま

す
。そ
の
影
響
は
、氷
床
・
氷
河

が
溶
け
る
こ
と
に
よ
る
海
面
上

昇
や
生
物
活
動
の
変
化
、水
資

源
や
農
作
物
へ
の
影
響
な
ど
、

自
然
生
態
系
や
人
間
社
会
に
す

で
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、地
球
の
気
温
は
さ
ら

に
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、私
た
ち
は
、か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
異
常
気
象
・
気

候
の
変
化
に
直
面
し
、生
命
や

財
産
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
り
、生
物
を
絶
滅
の
危
機

に
さ
ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
原
因

　

最
新
の
研
究
報
告
に
よ
れ

ば
、私
た
ち
人
間
の
活
動
が
地

球
温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
こ
と

地

地球温暖化
の

原因はなに
？

私たちに
できることは？

温室効果
ガスってなに？

阿蘇市の
取り組みは？

県民一人一人の生活、個々の事業所の事業活
動の中で、無理なく可能な取り組みを「くまも
とらしいエコライフ宣言」ウェブサイトで宣
言し、実際にやってみましょう。宣言したこと
に取り組むことで、地球温暖化防止などの環
境改善につながります。

くまもとらしいエコライフ宣言　をして節電に取り組もう！

登録はコチラから

問熊本県環境生活部環境局環境立県推進課　☎096-383-1111（代表）

特 集
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が「
極
め
て
高
い
」こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
を
包
ん
で
い
る
大
気
の

一
種
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
に

は
、太
陽
が
温
め
た
地
表
面
か

ら
宇
宙
に
逃
げ
る
熱
を
抑
え
、

地
球
に
生
息
し
て
い
る
生
物
が

生
活
し
や
す
い
温
度
に
保
つ
役

割
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、人
間

の
活
動
に
よ
る
化
石
燃
料
の
使

用
や
森
林
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
濃
度
は
急
激
に
増
加
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、大
気
の
温
室

効
果
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
、地

球
温
暖
化
の
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
濃
度
は

産
業
革
命
以
前
よ
り

40
％
増
加

　

二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）は
、温

暖
化
の
要
因
で
あ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
代
表
的
な
も
の
で
、そ

の
大
気
中
濃
度
は
、産
業
革
命

が
始
ま
っ
た
１
７
５
０
年
以

降
、急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、石
油
や
石
炭
な

ど
の
化
石
燃
料
を
燃
や
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
し
、経
済

を
成
長
さ
せ
て
き
ま
し
た
。そ

の
結
果
、大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度

は
現
在
、１
７
５
０
年
と
比
べ

40
％
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度

が
増
加
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、海
洋
に
取
り
込
ま
れ
る
Ｃ

Ｏ
２

の
量
も
増
え
る
た
め
、海
の

生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
海
洋
の
酸
性
化
も
進
ん
で
い

ま
す
。

日
本
の
気
候
変
化

　

日
本
の
平
均
気
温
は
、

１
８
９
８
年（
明
治
31
年
）以
降

で
は
１
０
０
年
あ
た
り
お
よ
そ

１
・
１
℃
の
割
合
で
上
昇
し
て

い
ま
す
。特
に
１
９
９
０
年
代

以
降
、高
温
と
な
る
年
が
頻
繁

に
現
れ
て
い
ま
す
。日
本
の
気

温
上
昇
が
世
界
の
平
均（
０
・

６
℃
）に
比
べ
て
大
き
い
の
は
、

日
本
が
、地
球
温
暖
化
に
よ
る

気
温
の
上
昇
率
が
比
較
的
大
き

い
北
半
球
の
中
緯
度
に
位
置
し

て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

　

気
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
、熱

帯
夜（
夜
間
の
最
低
気
温
が

25
℃
以
上
の
夜
）や
猛
暑
日（
１

日
の
最
高
気
温
が
35
℃
以
上
の

日
）は
増
え
、冬
日（
１
日
の
最

低
気
温
が
０
℃
未
満
の
日
）は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、１
日
に
降
る
雨
の
量

が
１
０
０
㍉
以
上
と
い
う
よ
う

な
大
雨
の
日
数
は
、増
え
る
傾

向
に
あ
り
、地
球
温
暖
化
が
影

響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

【温室効果ガスの模式図】

適度な温室効果ガス 多すぎる温室効果ガス
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※縦軸：1981-2010 年平均からの差（℃）

（出典：気象庁ホームページ）

出
典：家
庭
で
取
組
む
節
エ
ネ
ガ
イ
ド
２
０
１
５

（
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）

少 多熱

温室効果ガス

熱

熱が地球に
こもる
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二
酸
化
炭
素
の

国
別
排
出
量

　

二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）国
別

排
出
量（
２
０
１
２
年
）を
み
る

と
、中
国
が
全
世
界
の
４
分
の

１
を
占
め
て
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。次
い
で
ア
メ
リ
カ
が
２

位
、イ
ン
ド
、ロ
シ
ア
と
続
き
日

本
は
５
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、国
別
の
１
人
あ
た
り

の
排
出
量
で
は
、豊
富
な
石
油
・

天
然
ガ
ス
を
産
出
す
る
カ
タ
ー

ル
が
群
を
抜
い
て
１
位
、同
じ

く
中
東
の
産
油
国
で
あ
る
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦（
２
位
）が
続

き
、日
本
は
、９
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

日
本
の
排
出
量

　

２
０
１
４
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
総
排
出
量（
速
報
値
）は

13
億
６
５
０
０
万
㌧
（
Ｃ
Ｏ
２

換
算
）で
、前
年
度
と
比
べ
て

３
％
、２
０
０
５
年
度
と
比
べ

て
２
・
２
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

部
門
別
排
出
量
で
は
、排
出
量

が
最
も
大
き
い「
産
業
部
門（
工

場
な
ど
）」で
は
２
０
０
５
年
度

と
比
べ
て
６
・
５
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、オ
フ
ィ
ス
な
ど
の

「
業
務
そ
の
他
部
門
」は
11
・

０
％
増
、「
家
庭
部
門
」は
５
・

２
％
増
と
大
き
く
増
加
し
て
い

ま
す
。

地
球
温
暖
化
を

緩
や
か
に
す
る
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
中
で
一

番
大
き
な
課
題
が
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
の
削
減
で
す
。二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
に

は
化
石
燃
料
の
消
費
を
減
ら
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
約
20
％
は
、給
湯
や
暖
房
、調

理
の
た
め
の
ガ
ス
の
使
用
、電

気
製
品
の
使
用
、そ
れ
に
自
家

用
車
の
利
用
な
ど
、私
た
ち
の

日
常
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
減
ら
す
た
め
に
は
、日

常
か
ら
の
心
掛
け
が
大
切
で

す
。具
体
的
に
は
、カ
ー
テ
ン
に

よ
る
太
陽
光
の
調
節
や
ク
ー
ル

ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
よ
る

冷
暖
房
機
に
頼
ら
な
い
す
ご
し

方
の
工
夫
、冷
房
・
暖
房
の
温
度

を
控
え
め
に
設
定
す
る
、シ
ャ

ワ
ー
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な

い
な
ど
、ち
ょ
っ
と
し
た
心
が

け
で
、燃
料
や
電
力
の
消
費
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、電
気
ポ
ッ

ト
や
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
保
温
を

控
え
る
、電
化
製
品
の
主
電
源

を
こ
ま
め
に
切
る
、長
時
間
使

わ
な
い
と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
く
な
ど
も
効
果
的
で
す
。家

族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら
ん
す
る

と
、暖
房
と
照
明
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
２
割
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
と
も
試
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

誰
に
で
も
で
き
る
身
近
な
こ

と
か
ら
、二
酸
化
炭
素
の
排
出

を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【平成 26年度用途別ＣＯ 2排出量割合】※ 1

自家用車
31.5％

水道・給湯
16.3％暖房

14.8％
冷蔵庫
6.8％

照明
5.4％

調理食洗
4.9％

冷房
4.1％

テレビ
2.4％

洗濯乾燥
1.0％

その他
12.7％

【年間を通した節電の対策】※ 2
分野 対策

遮熱・断熱   1. 窓に空気層のある断熱シートを貼る

冷暖房

  2. 冷暖房時にサーキュレーターなどを使う
  3. 冷暖房時にカーテンやブラインドを閉める
  4. 冷暖房時に家族がいっしょに部屋で過ごす
  5. エアコンのフィルターを清掃する（月 2 回程度）
  6. 冷暖房を使う時間をできるだけ短くする
  7. 冷暖房使用時に部屋のドアやふすまを閉める。

照明   8. 白熱電球をＬＥＤ電球に交換する
  9. 照明を使う時間を少なくする

テレビ 10. テレビを見る時間を少なくする
11. テレビの画面を明るすぎないように調整する

保温 12. 電気ポットや炊飯ジャーの保温をやめる
調理 13. 圧力鍋などの活用により調理時間を短くする

冷蔵庫
14. 冷蔵庫を壁から適切な距離に離し、周囲にものを置かない
15. 冷蔵庫の温度設定を強から中にする
16. 冷蔵庫を整理し、開ける時間を短くする

炊事 17. 食器洗いで水を出しっぱなしにしない
乾燥 18. まとめ洗いなどの工夫で乾燥機能の使用を減らす

お風呂 19. 節水シャワーヘッドを取り付け使用量を減らす
20. 家族が続けて入り、風呂の追い炊きをしない

便座 21. 保温便座の温度を下げ、不使用時はふたを閉める

待機電力 22. 電気機器は使い終わったらプラグをぬくか電源
タップを切る。

※ 1.2�　出典：家庭で取組む節エネガイド 2015
　　　　（全国地球温暖化防止活動推進センター）
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市の施設の温室効果ガス
排出量結果を公表します

「第２次阿蘇市地球温暖化対策実行計
画（Ｈ 26 ～Ｈ 30）」に基づき、平成

２６年度に実施した本市の事務事業におい
て使用された電気、燃料などの量を調査し、
これに伴う温室効果ガス排出量の点検・評
価を行ったので公表します。
　計画では、二酸化炭素排出量について平
成３０年度に基準年である平成２５年度
から５％の削減を目標としていますが、平
成２６年度の温室効果ガス排出量は、施設
の新築をはじめとする特殊要因により、基
準年と比較して 575.19�（+10.4％）増の
6081.66 となり大幅な増加となりました。
　排出要因別の排出量では、電気（78％）と
灯油（11％）の２項目で全体の約 90％を占
める状況にあり、ガソリン、軽油の 2項目は
大幅に削減できたものの、その他の項目で

は増加しています。なかでも電気は大幅な
増加となりました。
　排出施設別では、病院や水道の公営企業
での増加が顕著であり、要因は、新病院開業
による機械電気機器の増加や高度医療機器
の導入、上水道施設の新設などが考えられ
ます。
　仮に平成２６年度において施設の新築や
規模拡大などがなく純粋な事務事業のみ
を比較した場合の温室効果ガス排出量は
2703.09（▲ 2.4％）であり、大幅に削減で
きたことが伺えます。今後は、平成３０年度
の目標（▲ 5％）を達成すべく、更なる省エ
ネ、地球温暖化対策に対する意識啓発に努
め、積極的な省エネ設備の導入を図るなど
の新たな取り組みが必要と考えます。（※本
文中の数値単位はすべて “t-co2”）

阿 蘇 市 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画（ 事 務 事 業 編 ）点 検 評 価 結 果

排出要因 平成 25 年度
（基準年） 平成 26 年度 増減 増減率

目標年度
（平成 30 年度）

－ 5％
目標値比較

電気 4227.37 4769.18 541.81 12.8％ 4016.00 118.75％
灯油 648.70 653.97 5.28 0.8％ 616.26 106.12％
重油 286.30 340.43 54,131 18.9％ 271.98 125.17％

ガソリン 147.78 138.82 ▲ 9.46 ▲ 6.4％ 140.39 98.53％
軽油 125.48 102.05 ▲ 23.44 ▲ 18.7％ 119.21 85.60％

LPG ガス 70.85 77.71 6.87 9.7％ 67.30 115.46％
計 5506.47 6081.66 575.19 10.4％ 5231.15 116.26％

電気 78％

灯油 11％

重油 6％

軽油 2％

ガソリン 2％

LPGガス1％

水道 29％

病院 25％

本庁舎 9％

下水道 6％

温泉 5％

保健 5％

保育園 1％
その他 1％

要因別CO2排出割合 施設別CO2排出割合

[ 単位：t-co2]

※「t-co2」とは二酸化炭素排出量の単位


